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「
和
平
」
と
「
和
解
」

　

オ
ス
ロ
合
意
（
一
九
九
三
年
）
後
の

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
）

の
「
和
平
」
を
軸
に
進
展
し
て
き
た
。

停
滞
し
て
も
、「
崩
壊
寸
前
」
と
い
わ

れ
て
も
、
両
者
の
和
平
交
渉
が
情
勢
の

軸
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
数
年
の
あ
い
だ

に
、
そ
の
軸
は
、
さ
も
パ
レ
ス
チ
ナ
人

組
織
同
士
の
「
和
解
」
へ
と
移
行
し
た

か
の
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
主

要
組
織
フ
ァ
タ
ハ
と
、
ガ
ザ
地
区
を
実

効
支
配
す
る
ハ
マ
ー
ス
の
あ
い
だ
の
和

解
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
イ
ル
ー
ト
に

拠
点
を
置
く
独
立
研
究
機
関
「
ア
ラ
ブ

統
一
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発
行
す
る
月

刊
の
思
想
・
研
究
誌
﹃
ム
ス
タ
ク
バ
ル
・

ア
ラ
ビ
ー
﹄（
ア
ラ
ブ
の
未
来
）
で
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
、
こ
こ
数

年
は
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ
マ
ー
ス
の「
和
解
」

を
扱
っ
た
記
事
ば
か
り
が
目
立
つ
。
一

時
の
も
の
か
に
思
わ
れ
た
両
者
の
対
立

は
、
二
〇
一
七
年
の
六
月
で
一
〇
年
目

を
迎
え
る
。

●�
「
和
解
」
は
進
展
す
る
か

　

二
〇
一
四
年
六
月
に
、
フ
ァ
タ
ハ
と

ハ
マ
ー
ス
は
暫
定
の
統
一
内
閣
を
結
成

し
た
。
し
か
し
、
情
勢
は
楽
観
を
許
さ

な
い
。
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
論
説
は
、

二
〇
一
六
年
七
月
の
段
階
で
「
パ
レ
ス

チ
ナ
の
分
裂
を
終
結
さ
せ
よ
う
と
す
る

多
く
の
試
み
が
、
失
敗
し
て
き
た
」
と

手
厳
し
い
（
参
考
文
献
①
）。
こ
の
言

葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、マ
フ
ム
ー
ド
・

ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
の
昨
年
（
二
〇
一

六
年
）
の
年
頭
挨
拶
は
、「
統
一
内
閣

の
組
閣
に
向
け
た
取
り
組
み
を
改
め
て

約
束
す
る
」と
述
べ
る
も
の
だ
っ
た（
参

考
文
献
②
）。
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
、

Ｐ
Ａ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
）

の
大
統
領
で
あ
る
と
同
時
に
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ

の
代
表
（
議
長
）、
そ
し
て
フ
ァ
タ
ハ

の
代
表
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
二
〇
一
五

年
に
一
方
的
に
決
定
し
た
再
組
閣
に
よ

っ
て
、
統
一
内
閣
は
有
名
無
実
化
し
て

い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
は
、

予
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
地
方
議
会
選

挙
（
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
Ｐ
Ａ
議
会
選

挙
の
前
哨
戦
と
な
っ
て
き
た
）
が
、
西

岸
地
区
の
最
高
裁
の
判
断
で
延
期
さ
れ

た
。
ガ
ザ
地
区
を
（
依
然
と
し
て
）
管

理
す
る
ハ
マ
ー
ス
は
、
こ
の
決
定
が
西

岸
地
区
を
事
実
上
の
拠
点
と
し
て
い
る

フ
ァ
タ
ハ
に
よ
る
謀
略
で
あ
る
と
非
難

を
隠
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
次
の
選
挙
で
、

ハ
マ
ー
ス
が
躍
進
す
る
こ
と
を
フ
ァ
タ

ハ
が
危
惧
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
一

方
で
、
そ
の
月
末
に
は
カ
タ
ル
を
舞
台

に
、
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ
マ
ー
ス
の
ト
ッ
プ

会
談
も
報
じ
ら
れ
た
。
分
析
の
タ
イ
ミ

ン
グ
次
第
で
は
、
停
滞
し
て
い
る
と
も

進
展
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
が
、「
和

鈴
木 

啓
之

パ
レ
ス
チ
ナ

―
「
和
平
」
と
「
和
解
」
の
は
ざ
ま
で
―

解
」
の
現
状
で
あ
る
。

　

両
者
の
対
立
は
、
本
来
は
政
治
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
い
え
ば
公
的
な
権
力
と
、

社
会
的
な
反
体
制
勢
力
の
対
立
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ａ
の
制
度
内
に
あ
る

フ
ァ
タ
ハ
と
、
Ｐ
Ａ
の
枠
外
で
活
動
す

る
ハ
マ
ー
ス
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
そ

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇

六
年
一
月
の
Ｐ
Ａ
議
会
の
選
挙
だ
っ
た
。

い
ま
や
ハ
マ
ー
ス
は
選
挙
で
多
く
の
支

持
を
集
め
た
政
党
組
織
で
あ
り
、
制
度

上
は
フ
ァ
タ
ハ
と
同
じ
く
Ｐ
Ａ
を
構
成

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ハ
マ
ー

ス
の
変
化
を
認
め
ず
、
依
然
と
し
て
拒

絶
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
者
も
多
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
、国
連
と
い
っ
た「
和

平
」
の
仲
介
者
は
、
ハ
マ
ー
ス
の
変
化

を
容
易
に
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、

フ
ァ
タ
ハ
の
一
部
の
勢
力
を
後
押
し
し
、

両
組
織
の
分
裂
を
促
し
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
ガ
ザ
地
区
の
治
安
担
当
者

で
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ダ
ハ
ラ
ー
ン

は
、
ハ
マ
ー
ス
に
特
に
厳
し
い
立
場
で

臨
ん
だ
人
物
の
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
の

裏
返
し
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ

マ
ー
ス
の
和
解
交
渉
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス

大
統
領
に
よ
る
ダ
ハ
ラ
ー
ン
の
更
迭

（
二
〇
一
一
年
六
月
）
か
ら
始
め
ら
れ

て
い
る
。
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依
然
と
し
て
基
軸
の
「
和
平
」

　
「
和
解
」
に
（
後
退
と
み
る
か
、
発

展
と
み
る
か
は
お
く
と
し
て
も
）
変
化

が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
話
題

に
上
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、

「
和
平
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
態

の
展
開
を
み
れ
ば
、
実
は
「
和
平
」
が

依
然
と
し
て
情
勢
の
基
本
軸
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

Ｐ
Ａ
に
と
っ
て
「
和
平
」
は
、
統
治

の
正
当
性
を
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
前

提
で
あ
り
、
公
に
否
定
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
先
ほ
ど
見
た
ア
ッ
バ
ー
ス

大
統
領
の
年
頭
挨
拶
は
、冒
頭
か
ら「
和

平
」
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
我
々
は
、
権
利
と
公
正
、
平
和
を
望

ん
で
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
み
な
ら
ず

中
東
や
世
界
の
平
和
は
、〔
パ
レ
ス
チ

ナ
の
〕
人
々
の
権
利
の
承
認
と
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
の
公
正
な
解
決
な
し
に
実
現

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
言
葉
に
、

他
意
は
な
い
だ
ろ
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人

組
織
に
よ
る
自
爆
攻
撃
が
続
い
た
二
〇

〇
二
年
頃
に
、「
暴
力
の
停
止
」
を
Ｐ

Ａ
を
代
表
し
て
呼
び
か
け
た
の
は
、
ア

ッ
バ
ー
ス
大
統
領
そ
の
人
で
あ
る
（
当

時
は
首
相
）。
と
こ
ろ
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
社
会
か
ら
見
れ
ば
、
現
在
の
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
を
率
い
る
ビ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
か
つ
て
和
平
プ
ロ

セ
ス
を
最
初
に
停
滞
さ
せ
た
強
硬
な
指

導
者
と
い
う
印
象
が
強
い
。
オ
ス
ロ
合

意
の
成
立
に
尽
力
し
た
あ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
人
研
究
者
は
、
か
つ
て
の
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
政
権
（
一
九
九
六
～
九
九
年
）
に
つ

い
て
、
端
的
に
「
失
敗
」
と
言
い
放
っ

て
い
る
（
参
考
文
献
③
、九
七
ペ
ー
ジ
）。

　

現
状
で
は
「
和
平
」
が
進
展
す
る
可

能
性
が
低
い
以
上
、
住
民
か
ら
の
要
望

が
強
い
「
和
解
」
に
Ｐ
Ａ
が
取
り
組
む

こ
と
は
当
然
だ
ろ
う
。
裏
返
せ
ば
、「
和

平
」
に
何
か
し
ら
の
動
き
が
み
ら
れ
れ

ば
、「
和
解
」
を
含
め
て
情
勢
は
大
き

く
変
化
す
る
。
新
た
に
就
任
す
る
ア
メ

リ
カ
の
大
統
領
が
、
ど
の
よ
う
な
仲
介

姿
勢
を
打
ち
出
す
の
か
、
注
目
に
値
す

る
。

●�

世
代
交
代
と
い
う
課
題

　

以
上
述
べ
て
き
た
見
通
し
に
、
大
き

な
不
安
材
料
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
指
導
者
の
世
代
交
代
を
除
い
て
他
に

は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
Ｐ
Ａ

の
ア
ッ
バ
ー
ス
大
統
領
は
一
九
三
五
年

生
ま
れ
で
あ
り
、
世
代
と
し
て
は
初
代

大
統
領
の
ヤ
ー
ス
ィ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ー

ト
（
二
〇
〇
四
年
死
去
）
と
同
世
代
で

あ
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
再
び
健
康

不
安
に
関
す
る
報
道
も
聞
か
れ
た
。
一

方
で
ガ
ザ
地
区
の
ハ
マ
ー
ス
政
権
を
率

い
る
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ハ
ニ
ー
ヤ
は
、

一
九
六
二
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
世
代
の

差
は
歴
然
で
あ
る
。
片
や
Ｐ
Ｌ
Ｏ
設
立

時
（
一
九
六
四
年
）
に
は
す
で
に
成
熟

し
た
青
年
活
動
家
で
あ
っ
た
ア
ッ
バ
ー

ス
に
対
し
て
、
ハ
ニ
ー
ヤ
は
大
衆
蜂
起

イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
（
一
九
八
七
～
九

三
年
）
の
時
期
に
青
年
期
を
迎
え
た
世

代
に
属
す
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
「
和

平
」
に
取
り
組
む
に
せ
よ
、
ハ
マ
ー
ス

と
の
「
和
解
」
を
進
め
る
に
せ
よ
、
ア

ッ
バ
ー
ス
大
統
領
を
継
ぐ
指
導
者
の
登

場
は
、
Ｐ
Ａ
や
フ
ァ
タ
ハ
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ニ
ー
ヤ
と

同
世
代
に
あ
た
る
フ
ァ
タ
ハ
の
有
力
者

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
刑
務
所
内
で
収
監

中
の
マ
ル
ワ
ー
ン
・
バ
ル
グ
ー
テ
ィ
ー

（
一
九
五
九
年
生
ま
れ
）
を
別
と
し
て
、

ア
ッ
バ
ー
ス
が
自
ら
更
迭
し
た
ダ
ハ
ラ

ー
ン
（
一
九
六
一
年
生
ま
れ
）
を
除
い

て
他
に
は
い
な
い
。
権
力
の
空
白
化
は
、

意
外
な
ほ
ど
現
実
的
な
危
機
と
し
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
の
今
後
に
影
を
落
と

し
て
い
る
。

（
す
ず
き　

ひ
ろ
ゆ
き
／
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）
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